
避難
するとき
の服装

さわっちゃ
だめ！

５０㎝

歩ける
深さの目安

軍手（手袋）
を着用する。

❶ 避難場所・避難所への移動

❷ 避難場所・避難所以外の安全な場所
　 （親戚や友人の家等）への移動

❸ 近隣の高い建物、強度の強い建物等
    への移動

❹ 建物内のより安全な場所（高い場所など）
   への移動とその場所での待機

立ち退き避難

屋内安全確保

近くにある
高い建物などに
避難して
ください！

すぐに
上へ避難して
ください！

●停電に備えて懐中電灯や携帯ラジオなどを準備する。

●避難に備えて貴重品などの非常持出品を準備する。

●気象情報や市からの情報に注意する。

●むやみに外出しない。

●断水などに備えて、飲料水などを確保しておく。

●浸水などの恐れがある場合は、家財道具や食料品、
　衣類、寝具などの生活用品を高い場所へ移動する。

●高齢者や子ども、病人などの要配慮者を早めに避難
　させる。

●テレビのリモコンの“d”ボタンを押して、データ放送を
　見る。

屋内

●雨どいに落ち葉や土砂が詰まっていないか。継ぎ目のはずれ
　や塗装のはがれ、腐りはないか。

●雨戸にガタツキや緩みはないか。

●鉢植えや物干し竿など飛散の危険が高い物は室内へ。

●窓ガラスのひび割れ、窓枠のガタツキはないか。また、強風に
　よる飛来物などに備えて、外側から板でふさぐなどの処置を。

●瓦のひび、割れ、ずれ、トタンのめくれ、はがれはないか。

●モルタルの壁に亀裂はないか。板壁に腐りや浮きはないか。
　プロパンガスのボンベは固定されているか。

●側溝のゴミや土砂を取り除き、雨水の排水をよくしておく。

●敷地内にひび割れや破損箇所はないか。

屋外
●歩ける深さの目安は大人で50cm
までです。それ以上は救助を待
ちましょう。

●氾濫による水は汚水が混ざって
いるので、むやみにさわらないよう
にしましょう。

●深い浸水だとマンホールに気付
かず、吸い込まれてしまう場合があ
ります。●切れた電線など、危険な場所には

近寄らないようにしましょう。

長い棒を杖にして、安全確
認をしながら歩きましょう。

●幼児は浮き袋や
ベビーバスなどが
便利です。

●水深が浅い場所でも流れが速い
場合は、非常に危険です。無理
をせず救助を待ちましょう。

●高齢者や身体
の不自由な人
などは背負って
避難しましょう。

ひもでしっかり締められる運動靴
をはきましょう。

避難途中、浸水がひざ下近くまできたら！

自宅にいるとき、浸水が始まったら！

傘は使わず、雨合羽を着用する。

非常持出品はリュックサックに
入れて背負う。

知立市

令和 4 年 3 月改訂

家族で確認しながら書き込みましょう

洪水ハザードマップは、大雨によって河川が増水・氾濫した場合の浸水範囲と浸水深さ
及び各地区の避難場所を示したものです。市民への被害の防止・軽減を図ることを目的と
し、普段からいざというときに備えるためのものです。
まず、あなたが住んでいる地区、職場などの日常生活の場所を記し、その付近の浸水
深や安全に避難できる施設を確認してください。また、日頃から災害についての備えや、
避難場所、避難方法、連絡の取り方などについて家庭でしっかりと話し合いましょう。

※他言語版（英語・ポルトガル語）については、知立市洪水ハザードマップホームページにて公開しています。
*Other language versions (English and Portuguese) are available on the Chiryu City Flood Hazard Map website.
*Outras versões em idiomas (Português e inglês) estão disponíveis no site do Mapa de Risco de Inundação da 
Cidade de Chiryu.

河川の堤防から水があふれる、または、破堤
して、家屋や田畑が浸水することを外水氾濫と
言います。
大量の流れの速い氾濫流が一気に流入し、短
時間で居住地（住宅、市街地など）の浸水被害
が起こるため、人的被害を伴う大きな災害にな
るおそれがあります。

排水路や下水道管の処理能力を超える雨量が
短時間に一挙に流入することや、川の水位が上
昇して雨水をポンプで川に流せないことが原因
で、市街地の建物や土地、道路などへ浸水する
ことを内水氾濫と言います。

※

情報の伝達経路

避難指示等は図のような経路で住民のみなさんに伝達されます。

防災気象情報 避難情報

知立市における避難指示等の目安となる西町逢妻川水位基準点（西町宮後）

避難情報等 防災気象情報

知立市における避難指示等の目安となる猿渡川水位基準点（新林町立野）

西町逢妻川観測所

猿渡川観測所

家の内外の風水害対策 やむなく浸水の中を歩かなければならないときの注意

警戒レベルとは 基準水位と避難情報

　通常、浸水が50cmを越えた場所での避難行動は
危険です。水の流れが強いときは15cmでも危険です。

水面下には、側溝や障害
物なども
あり危険
です。

裸足や長靴は危険です。

日頃から十分な対策を立てておきましょう。

避難所に避難する場合は、食料・水以外にマスク、体温計、消毒液などを
持参し、ソーシャルディスタンスを確保するなど感染症対策にも心がけましょう。

風水害などの災害が発生する恐れが高まったとき、
命を守るための行動（＝避難行動）を取ってください。
避難行動には、次の❹つの行動があります。災害の
種類ごとに危険な場所を把握し、どのような行動を取
ればよいかをあらかじめ確認しておきましょう。

洪水に係る避難指示などの発令判断の目安となる水位のことを基準水位といいます。
基準水位は、各水位観測所の受け持ち区間のうち、最も早く浸水被害が発生する地点（危険箇所）で決まっています。
基準水位は、河川が溢れはじめるまでに避難が完了できるよう、避難に要する時間（リードタイム）などを考慮して設
定しています。

河川河川

もしもの時

大雨が降った時

避難する時

裏面のハザードマップは、外水氾濫を想定した浸水区域を表示しています。

水害に備えた事前の心構え 避難時の心得 洪水予報や避難指示等の伝達方法と情報収集

警戒レベルを用いた避難情報と防災気象情報 洪水時における避難情報（逢妻川、猿渡川）

氾濫の種類

洪水ハザードマップとは

洪水ハザードマップ

大切な「命」を守るために
防災メモ

氏　　名 男・女

携帯電話

職場・学校

メールアドレス場所

場所

場所

避難に
かかる時間

避難に
かかる時間

氏　　名 男・女

携帯電話

職場・学校

メールアドレス

氏　　名 男・女

携帯電話

職場・学校

メールアドレス

氏　　名 男・女

携帯電話

職場・学校

メールアドレス

氏　　名 男・女

携帯電話

職場・学校

メールアドレス

氏　　名 男・女

携帯電話

職場・学校

メールアドレス

洪水時に自宅が浸水する深さ 家 族 の 記 録

家族の集合場所

身近な避難場所 ❶

身近な避難場所 ❷

感染症
対策

水害発生時における避難の心得

河川の水
による氾濫

外水氾濫

河川へ
排水できない水
による氾濫

内水氾濫

警戒レベル

警戒レベル

警戒レベル

警戒レベル

警戒レベル

警戒レベル 避難行動等 避難情報等 警戒レベル相当情報（例）

（
国
土
交
通
省
、
気
象
庁
、
愛
知
県
が
発
表
）

内閣府HP
「防災情報のページ」より

※各種の情報は、警戒レベル１～５の順番で発表されるとは限りません。状況が急変することもあります。

緊急安全確保緊急安全確保
氾濫発生情報
大雨特別警報
　　　　　等

警戒レベル5
相当情報

氾濫危険情報
等

警戒レベル4
相当情報

氾濫警戒情報
洪水警報
大雨警報　等

警戒レベル3
相当情報

（知立市が発令）

（知立市が発令）

（知立市が発令）

（気象庁が発表）

（気象庁が発表）

避難指示避難指示

高齢者等避難高齢者等避難

洪水注意報
大雨注意報等

早期注意情報

全員避難

高齢者や
要配慮者等
は避難

放送局

テレビ・ラジオ
すぐメール・ＬＩＮＥ

高齢者等避難・避難指示洪水、氾濫、大雨等の
警報

知立市役所（災害対策本部）

警察・消防署・
消防団・

自主防災組織

住民のみなさん

市ホームページ・
すぐメール・

ＬＩＮＥ・広報車等

伝言の
再生方法

伝言の
録音方法

安否の確認などの連絡に

NTT災害伝言
ダイヤル

家族間や知人間などの連絡に活用できます。市外
局番からダイヤルしてください。

171

被災地の方はご自宅の電話番号を、
被災地以外の方は被災地の電話番号を

ガイダンスが
流れます。

1 7 1 1 7 1

1 2

0 0 0 - -0 0 0 0 0 0 0

知立市
ホームページ

知立市すぐメール

同報無線

https://www.city.chiryu.aichi.jp/

https://service.sugumail.
com/chiryu/

● 知立市

● 愛知県

● 国土交通省 ● 報道（テレビ・ラジオ）

防災ラジオにて聴取可
能です。

メールサービスに登録することで、
リアルタイムの気象警報等を受信す
ることができます。また、日本語他3
言語にも対応しています。

知立市公式ＬＩＮＥ
友達登録をすることで、知

立市に関する様々な防災情報
等を受け取ることができます。

気象警報が発表された場
合などにトップページで情報
を確認することができます。

愛知県
川の防災情報

みずから守る
防災メールサービス

https://www.kasen-aichi.jp/ https://www.kasen-aichi.jp/

● 気象庁

事前に登録された携帯電話等
に大雨や洪水などの防災情報を
メール配信します。

名古屋地方気象台
ホームページ

https://www.jma-net.go.jp/nagoya/

https://www.katch-i.jp/

（FM 83.8MHｚ）

注意報・警報、雨雲の動き（高
解像度降水ナウキャスト）を確認
できます。

県内雨量、県管理河川（逢
妻川、猿渡川）の水位、河川
カメラを確認できます。

国土交通省
川の防災情報

キャッチ（KATCH）

Pitch FM（ピッチ エフエム）

川の
水位情報

https://www.river.go.jp/ https://k.river.go.jp
危機管理型水位計の
水位情報を確認できま
す。

矢作川の水位や河川カメ
ラ、洪水予報に関する情報を
確認できます。

保存版

！ これらは、皆さんが自主的に避難行動をとるために参考とする情報です。！

ここまでに 避 難を 完 了

災害発生の危険度とみなさんのとるべき行動を直感的に理解するための情報です。
警戒レベル３や４が出たら、危険な場所から避難しましょう！

既に災害が発生している状況で
す。
命を守るための最善の行動をとり
ましょう。

避難に備え、ハザードマップ等に
より、自らの避難行動を確認しま
しょう。

災害への心構えを高めましょう。

速やかに避難先へ避難しましょう。
公的な避難場所までの移動が危
険と思われる場合は、近くの安全
な場所や、自宅内のより安全な場
所に移動しましょう。

避難に時間を要する人（ご高齢の
方、障がいのある方、乳幼児等）と
その支援者は避難をしましょう。そ
の他の人は、避難の準備を整えま
しょう。

※災害が実際に発生しているこ
とを把握した場合に、可能な
範囲で発令します。

※地域の状況に応じて緊急的
又は重ねて避難を促す場合
等に発令します。

※避難判断水位に到達した場
合に発令します。

5

4

3
2
1

河川の水位 市からの発令 市民の皆さんがとるべき行動警戒レベル

洪水により家屋浸水等の被害が生じるお
それがある水位

避難準備・高齢者等避難開始の発令判
断の目安とする水位

市民へ氾濫に関する注意喚起をする水位

出水時に水防団が出動する水位

消防団が出動するために待機する水位
水防団待機水位 3.25ｍ

氾濫注意水位 3.80ｍ

出動水位 4.15ｍ

避難判断水位 4.35ｍ

警戒
レベル4

警戒
レベル3

警戒
レベル2
警戒
レベル1

避難完了

氾濫危険水位 4.65ｍ

氾濫の発生

河川の水位 市からの発令 市民の皆さんがとるべき行動警戒レベル

洪水により家屋浸水等の被害が生じるお
それがある水位

避難準備・高齢者等避難開始の発令判
断の目安とする水位

市民へ氾濫に関する注意喚起をする水位

出水時に水防団が出動する水位

消防団が出動するために待機する水位
水防団待機水位 3.60ｍ

氾濫注意水位 4.25ｍ

出動水位 4.85ｍ

避難判断水位 5.20ｍ

避難指示

高齢者等避難

警戒
レベル4

警戒
レベル3

警戒
レベル2
警戒
レベル1

指定された避難所に、お互い
助け合って速やかに避難を始
めてください。

避難完了

いつでも避難できるよう、
避難準備をしましょう。
高齢者や子供は早めに避難
しましょう。

氾濫危険水位 6.00ｍ

氾濫の発生

避難指示

高齢者等避難

指定された避難所に、お互い
助け合って速やかに避難を始
めてください。

いつでも避難できるよう、
避難準備をしましょう。
高齢者や子供は早めに避難
しましょう。

マイタイムラインマイタイムライン 作成年月日

●自宅の状況を確認 浸水深： 自宅の危険性についてハザードマップから確認
しましょう

●避難する場所までの交通手段

●避難する際に支援してくれる人

名前： 電話： 名前： 電話：

●気に掛ける人

名前： 電話： 名前： 電話：

●避難を開始するタイミング

●必要な物を準備

●実際に避難するために必要なことを考えましょう

●避難が完了していない場合は、直ちに避難を開始してください。
●外に避難することでかえって命の危険がある場合は、その時点にい
　る建物内の安全な場所で、安全を確保してください。

家
族
や
親
戚
の
情
報

名　前

例）防災太郎 090-***-**** 血圧を下げる薬 デイサービス 足をけがしている

電話番号 必需品 昼の居場所 備　考

●避難する注意点を考えましょう

●避難する場所

避難場所：
●避難する場所までの
　移動時間 分

□ 浸水域外の避難所
□ 浸水域外にある親戚・知人の自宅
□ 近くの頑丈な建物
□ 自宅の浸水しない場所（2階など）□ その他

実際に避難した場合、どのような場所なら避難生活
ができるかを考えましょう

年　　　　月　　　　日

「どのような施設への避難が自分にとって必要か」ということを考え、実際に避難するために「どこへ」、「誰と一緒に」、

「どれぐらいの時間で」、「どのような手段で」、「何を持って」避難するかを考えましょう。

警戒レベル4
氾濫危険水位到達

警戒レベル3
出動水位到達

警戒レベル3
避難判断水位到達

警戒レベル5
氾濫発生

堤防天端水位到達・
越流

警戒レベル2
氾濫注意水位到達

警戒レベル1
水防団待機水位到達

住民のみなさん気象・水象情報 避難のポイント

平常時の確認事項

●自分の状況を家族や親戚などに連絡しましょう。

18
時間

0
時間

24
時間

48
時間

72
時間

■台風に関する気象・防災情報
◇台風予報（随時）
◇台風に関する愛知県気象情報（随時）
○台風に関する説明会（随時）
■その他の防災気象情報
◇早期警戒情報
◇大雨注意報・洪水注意報
◇大雨警報・洪水警報
◇土砂災害警戒情報
◇暴風警報
◇記録的短時間大雨情報
◇大雨特別警報

○テレビ、ラジオ、インターネット
等による気象警報等の確
認

○ハザードマップ等による
避難所・避難ルートの確認

○防災グッズの準備
○自宅保全

○テレビ、インターネット、携帯
メール等による大雨や河川
の状況を確認

○自主的な避難行動の開始
○防災無線、携帯メール等に
よる避難準備情報の受信

○避難の準備
　（こころがまえをする）

○防災無線、携帯メール等によ
る避難指示の受信

○避難遅延者の危険回避行動
（垂直避難等屋内安全確保）

○ただちに命を守る行動をとる

高齢者等避難開始

避難開始⇒避難完了

避難する場所・距離などにより避難するタイミングは異な

ります。自宅の外に避難する場合は雨が強く降る前には、

避難を開始しましょう。

「1階が浸水する場合は物を２階に上げる」、「薬などの必要な

ものを準備する」、「ペットを親戚に預ける」など、必要な行動

をまとめましょう。

堤防

堤防

POINT

POINT

POINT


